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第２学年算数科学習指導案

日 時 平成１７年９月３０日（金）５校時

児 童 男子２０名 女子１２名 計３２名

指 導 者 小 山 奈美子 （２年１組担任）

桐 山 節 子 （学校支援員 ）

１ 単元名

たし算とひき算のひっ算 「ひっ算のしかたを考えよう」

（東京書籍 新しい算数２上） 

２ 単元の目標

筆算形式による２位数＋１・２位数＝３位数，３位数－１・２位数＝２位数の計算

の仕方について理解し，それを用いる能力を高める。

【関心・意欲・態度】

・筆算のよさを認め，すすんで既習の筆算の仕方を活用しようとする。

【数学的な考え方】  
・既習の筆算から類推して，筆算形式による２位数＋１・２位数＝３位数，３位数

－１・２位数＝２位数の筆算の仕方を考える。

【表現・処理】

・筆算形式による２位数＋１・２位数＝３位数，３位数－１・２位数＝２位数の計

算ができる。

【知識・理解】

・筆算形式による２位数＋１・２位数＝３位数，３位数－１・２位数＝２位数の計

算の仕方を理解する。

３ 単元について

（１）教材について

第２学年の「数と計算」領域の目標は，「具体物を用いた活動などを通して，数に

ついての感覚を豊かにする。数の意味や表し方についての理解を深めるとともに，加

法及び減法についての理解を深め，用いることができるようにする。また，乗法の意

味を理解し，その計算の仕方を考え，用いることができるようにする。」ことである。

ここで扱う加法は，和が３位数になる２位数までの計算であり，繰り上がりが２回

になる場合について学習する。既習の２位数＋１・２位数＝２位数の筆算を生かしな

がら和が３位数になる場合の筆算方法を想起し，加法計算の基本的な理解と技術を確

実なものにすることをねらう。

ここでの繰り上がりのある加法計算も，既習の加法計算と同じように，位ごとの基

礎計算を繰り返すことによって和が求められることや，百の位への繰り上がりは十の

位への繰り上がりと同じ考えで処理できることを理解させることが重要となる。繰り

上がりの回数が多くなる点や繰り上がりが波及する点に注意して指導する必要があ

ると考える。

減法計算は，被減数が３位数の場合まで拡張し，繰り下がりが２回に及ぶ場合が出

てくる。既習の２位数－１・２位数＝１・２位数の筆算を生かしながら被減数が３位

数になる場合の筆算方法を想起させ，減法計算の基本的な理解と技能を確実なものに

することをねらいとする。

ここでの繰り下がりのある減法計算も，既習の減法計算と同様に，位ごとの基礎計

算を繰り返すことによって差が求められることや，十の位への繰り下がりは一の位へ
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の繰り下がりと同じ考え方で処理できることを理解させることが重要となる。また，

繰り下がりの回数が多い点，繰り下がりが波及する点において十分な注意が必要とな

る。  

〈教材の関連と発展〉

１年 ２年 ３年

④あわせていくつ ふえるといくつ

・１位数＋１位数＝１位数

②何十の計算

・数の構成に基づいた数え方と加減計算

⑨たし算とひき算のひっ算

・３位数＋２，３位数

・３位数－１，２，３位数

⑤のこりはいくつ ちがいはいくつ

・１位数－１位数＝１位数

③たし算のひっ算

・加法の筆算形式

・２位数＋１・２位数＝２位数

・加法の検算〈交換法則）

・未加数としての□の利用

⑧ふえたりへったり

・３口の数の加法，減法

④ひき算のひっ算

・減法の筆算形式

・２位数－１・２位数＝１・２位

数

⑨たしざん

・１位数＋１位数＝２位数

⑦計算のくふう

・３口の数の加法（結合法則）

・３口の加減法の筆算

⑩ひきざん

・２位数－１位数＝１位数

本単元 たし算とひき算のひっ算

・２位数＋１・２位数＝３位数と逆の減

法

（２）児童について

子どもたちは，算数の学習に意欲的に取り組んでいる。分からないところを聞きに

来て解決しようとする子どももいる。数の感覚が身に付いてきており，計算処理も速

くなってきた。たくさん解けることに楽しみを持つ子どもが増えている。しかし，一

方で，まだ数感覚が十分に身に付いていないため，時間がかかる子どももいる。また，

繰り上がり・繰り下がりの回数が増えたり、繰り下がりの仕方に段階を踏む必要があ

ったりするなど、型の違う問題を見たとき，既習事項に帰着して考えることのできる

児童はまだ多くはない。

本単元に関わる事前テストの結果は，次の通りである。

既習未習 事 前 テ ス ト 内 容 達成度（％）

既習 １ たし算の筆算（繰り上がりあり）

（１）４７＋１３

（２）５６＋３５

（３）１５＋７９

（４）４＋２７

１００

９７

１００

９７
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既習 ２ ひき算の筆算

（１）５７－２１（繰り下がりなし） １００

（２）７０－３  （繰り下がりあり）  
（３）５２－３５（〃）

（４）９３－８８（〃）

３ （１）  たし算の文章問題（繰り上がりあり）

（式）  
（答え）  

（２）ひき算の文章問題（繰り下がりあり）

（式）  
（答え）

９４

９４

９７

９４

９４

９７

８５

未習 ４ 和が３位数のたし算の筆算，被減数が３位数のひき算の筆算

（１）７４＋４２ （百の位へ繰り上がりあり）

（２）７６＋５９ （十の位，百の位へ繰り上がりあり）

（３）７５＋２９ （波及的な繰り上がりあり）

（４）１４５－７１（十の位へ繰り下がりあり）

（５）１２３－８７（一の位，十の位へ繰り下がりあり）

（６）１０３－３６（波及的な繰り下がりあり）

９４

５８

６７

３６

３３

１２

結果を見ると，既習の加法・減法を筆算形式で解くことは，ほとんどの子どもに身

に付いている。また、未習でも百の位への繰り上がりがある加法は９４％できている。

それに対し、波及的な繰り下がりのある減法は、ほとんどできていない。位が変わる

だけで，既習事項の繰り返しと捉えることのできる児童は少なく，既習の型と違うと

抵抗を感じる子どもが多い。繰り上げる位，繰り下げる位が変わったり，繰り上がり・

繰り下がりが２回連続したりするとしても，十進法に基づいて基礎計算を繰り返すこ

となど，既習事項を使えば解くことができることに気付くと，未習の問題であっても

自力で解決しようとする力が付いてくると思われる。

未習の減法の中でも，十の位が０になり，波及的繰り下がりが生じる問題について

は，ほとんどの子どもが手をつけられなかった。一の位でひけないときに，百から十

の位へ，十から一の位へという繰り下げ方は，発想として思い浮かべることが難しい

が，一つ一つの原理はすべて既習事項に基づくものだと気付くと，抵抗が少なくなる

と考えられる。

（３）指導にあたって

加法計算では，百の位への繰り上がりを既習事項を元に類推的に考えられるように

していく。繰り上がりが２回ある点や波及的に繰り上がる点に抵抗がある子どもがい

ると考えられるので，数カードの操作の時間を十分に設けることで十進法の構造につ

いて理解を確実にし，筆算のしくみを数カードや既習事項と結びつけて理解できるよ

うにしたい。  
減法計算では，被減数が３位数であると繰り下がりが２回に及ぶ場合がある，とい

うことにかなりの抵抗を持つことが予想される。また，一の位へ繰り下がるために，

百の位から十の位に繰り下がり，さらにその十の位から一の位に繰り下がるというこ

との理解が難しいとも考えられる。そこで，被減数が３位数になっても今までと同様

に位ごとの基礎計算によって差が求められること，十の位への繰り下がりは一の位へ

の繰り下がりと同じ考えで処理できることを気づかせた上で，２回に及ぶ繰り下がり，

波及的繰り下がりの扱いに入りたい。繰り下がりの原理は，数カードの操作を十分に
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することで，十進法の構造を理解できるようにし，筆算で処理する場合に抵抗がない

ようにしていきたい。また，機械的に手順を暗記すると，減法の意味と異なる数の処

理をするような誤りも予想されるので，数カードによる操作の活動を繰り返し行うこ

とで，数に対する感覚を身につけさせるとともに，筆算形式の合理的なよさに気付か

せたい。

計算処理については，基本的な加減にも速さの差がかなりあることから，まとめの

段階で習熟を図る際の個人差は大きいことが予想される。そこで，習熟を図る際に個

人差に対応しながら進めることができるよう，問題の数が違う２つのコースを準備し，

子どもが自分で自分の力や希望に合ったコースを選び，確実に理解して習熟を図るこ

とができるようにしていきたい。

４ 指導計画（１０時間）・評価計画

小単元 型 時間 主な学習活動 関考表知 評価規準・評価の方法

Ⅰ１ ［プロローグ］

絵から場面を把握し，メダ

ルの数を考えることを通して

既習事項を振り返るととも

に，これからの問題への興味，

関心を高める。

・場面をとらえ，立式につい

て考える。

・８３＋４６の筆算の仕方を

考える。

・筆算の仕方をまとめる。

○○ 【関】２位数＋２位数＝３位数

（百の位へ繰り上がりあり）の

筆算の仕方を既習事項をもと

に考えようとしている。

（活動の様子・ノート）

【考】既習の加法との違いを認

め，既習の筆算の原理・手順を

適用して，２位数＋２位数＝３

位数（百の位へ繰り上がりあ

り）を考えている。

（発言・ノート）

Ⅰ２ ・７６＋５８の筆算の仕方を

考える。

・筆算の仕方をまとめる。

・上記の型と，５２＋７８の

型の計算練習をする。

○○ 【考】２位数＋２位数＝３位数

（十，百の位へ繰り上がりあ

り）の筆算の仕方を既習事項を

もとに考えている。

（活動の様子・発言・ノート）

【表】筆算形式による２位数＋

２位数＝３位数（十，百の位へ

繰り上がりあり）の計算ができ

る。  
（ノート）

①たし算

Ⅰ３ ・４６＋５７，９３＋８の筆

算の仕方を考える。

・筆算の仕方をまとめる。

・上記の型の計算練習をす

る。  

○○ 【考】２位数＋１・２位数＝３

位数（百の位へ波及的繰り上が

りあり）の筆算の仕方を既習事

項をもとに考えている。

（活動の様子・発言・ノート）

【表】筆算形式による２位数＋

１・２位数＝３位数（百の位  



- 12 - 

 へ波及的繰り上がりあり）の計

算ができる。

（ノート）

②ひき算 Ⅰ１ ・場面をとらえ，立式につい

て考える。

○○
【関】３位数－２位数（十の位

へ繰り下がりあり）の筆算の

・１２９－５３の筆算の仕方

を考える。

・筆算の仕方をまとめる。

・上記の型の計算練習をす

る。  

仕方を既習事項をもとに考え

ようとしている。

（活動の様子・ノート）

【考】既習の減法との違いを認

め，既習の筆算の原理・手順を

適用して，３位数－２位数（十

の位へ繰り下がりあり）を考え

ている。

（発言・ノート）

Ⅰ２ ・１４６－８９の筆算の仕方

を考える。

・筆算の仕方をまとめる。

・上記の型の計算練習をす

る。  

○○ 【考】３位数－２位数（十の位

へ繰り下がりあり）の筆算の仕

方を既習事項をもとに考えて

いる。

（活動の様子・発言・ノート）

【表】筆算形式による３位数－

２位数（一，十の位へ繰り下が

りあり）の計算ができる。

（ノート）

Ⅰ ３
（
本
時
）

・１０２－６５の筆算の仕方

を考える。

・筆算の仕方をまとめる。

・上記の型の計算練習をす

る。  

○ 【考】３位数－２位数（一，十

の位へ波及的繰り下がりあり）

の筆算の仕方を既習事項をも

とに考えている。

（活動の様子・発言・ノート）

Ⅰ４ ・上記の型（減数１位数も含

む）の計算練習をする。

○○
【知】筆算形式による３位数－

２位数（一，十の位へ波及的繰

り下がりあり）の計算の仕方を

理解している。

（活動の様子・ノート）

【表】筆算形式による３位数

－１・２位数（一，十の位へ  
波及的繰り下がりあり）の計  
算ができる。

（ノート）
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Ⅰ ５ ・文章題に取り組む。  ○ 【表】３位数－２位数の減法

を適用して，問題を解決する

ことができる。

（ノート）

まとめ Ⅱ１ ・「力をつけよう」をする。

・コースを選択し，計算練習

○ 【表】学習内容を正しく用い  
て，問題を解決することがで

や文章題に取り組む。  きる。

（ノート）

Ⅱ２ ・「たしかめよう」をする。

・コースを選択し，筆算の手

順の理解を確かめる問題に取

り組む。  

○【知】基本的な学習内容につ

いて理解している。

（ノート）

振り返り

評価

１ ・学習成果の診断をする。 ○○○【考・表・知】学習内容を用  
いて，問題に取り組む。  
（診断テスト）

５ 本時の指導

（１） ねらい

３位数－２位数（十，一の位へ波及的繰り下がりあり）の計算の仕方を考えること

ができる。

（２） 指導にあたって

波及的繰り下がりのある筆算については，２時間扱いとし，１時間目は既習事項を

元に考えたり数カードの操作活動により原理を理解したりすることに重点を置く時

間とする。２時間目に筆算の手順の理解をさらに深め，減数が１位数の場合も含めて

練習し，筆算形式による計算ができるようにする。

本時は，初めて十の位から繰り下げられないという問題を提示し，波及的に繰り下

がる筆算の仕方を考え，理解することをねらいとしている。事前テストの結果からも，

理解がかなり難しいと予想される。

子どもたちにとっては，隣の位から繰り下げることができないということで抵抗が

大きいが，百の位から繰り下げることを確認し，十進法や位ごとの計算を想起させ，

十進法の考え方や繰り下がりなどの既習事項を用いて進めることができることに気

付かせる。また，波及的な繰り下がりの原理を理解できるよう，そして，数字の機械

的な処理だけにならないよう，数カードによる操作を十分に取り入れて，理解が深め

られるよう指導にあたりたい。

《繰り返しの学習の位置づけ》

本時は，一の位へ繰り下がるため，十の位へも波及的に繰り下がる筆算の仕方を

考え，理解することをねらいとしている。そのため，効果的にねらいが達成できるよ

う，次のように配慮しながら繰り返しの学習を位置づける。
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〈考え方の繰り返し １〉  
前時を想起した後，本時は十の位からすぐに繰り下げられないことに気付かせる。

このままでは自力解決を全く進めることができない子どもがいると予想されるので，

百の位の数に着目させる。自力解決では、既習事項である十進法に基づき，１００は

１０が１０個だから十の位に繰り下げることを想起し，解決を図るようにする。十進

法に基づいた解決が図れるようにするため，自力解決では数カードを操作することで，

十進法の数の構成を視覚的に捉えながら繰り下がりの仕方を考え、答えを探る。

〈考え方の繰り返し ２〉  
学び合いで，数カード，筆算，言葉での説明を聞き、問題を解く道筋をたどる繰り

返しをする。数カード，筆算，言葉での説明を結びつけながら，波及的繰り下がりの

原理や計算の仕方について考える。また，既習事項の十進法，繰り下がり，一の位か

らの位ごとの計算，という点を活用することにも気付かせる。自力解決では解決しき

れない子どももいるので，学び合いとその後再度繰り返して解いてみることで，波及

的な繰り下がりの原理や数量感覚を身に付けるようにする。

〈考え方の繰り返し ３〉  
類似問題では，筆算による計算の手順を確認する。筆算形式で学び取った解く道筋

をたどる。その道筋を穴埋め形式の言葉による説明で繰り返す。さらに，十の位の被

減数が９になったという結果から，波及的繰り下がりの原理を繰り返し考える。

（３）展 開 〈視点Ⅰ〉  

段階 学習内容と学習活動 指導上の留意点 備考

１ 前時の学習内容を想起し，本時

の問題を把握する。

３ １０２－６５

２ 前時との相違点を考え，課題を

設定する。

十の位からすぐくり下げられ

ないときのひっ算のしかたを考

えよう。

つ

か

む

８

分

３ 見通しを持つ。  

・見つけられない児童が多い場合は，

位ごとに丁寧に比較する。

・既習内容を使う見通しを持たせる。

・数の構成を数カードで確認し、十

の位からすぐに繰り下げられない

ことや，百の位に着目することを

確認する。

紙板書

数カード

〈考え方の繰り返し １〉  
４ 見通しに基づいて自力解決を

する。

①数カードの操作

②筆算

（時間がある児童は言葉での説明，

検算）

・十進法や一の位から順に計算する

ことなどの既習事項を活用しなが

ら解決を図るように助言する。

・自力で進められない子には，前時

までの計算の仕方を想起させた

り，数カードの操作で波及的に繰

り下がるところを補助したりす

る。

数カード

位取り板
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さ

ぐ

る

29
分

５ 解決したことを発表し，波及的

繰り下がりの原理，筆算の仕方，既

習事項を確認する。

（１）数カードの操作

はじめに，一の位の計算をしま

す。２から５はひけないので、十

の位からくり下げます。でも、十

の位からはくり下げられないの

で，百の位から十の位に１くり下

げます。そして，十の位から一の

位に１くり下げます。

１２－５＝７。

つぎに，十の位の計算をしま

す。１くり下げたので９。

９－６＝３。

百の位は１くり下げたので０。

１０２－６５＝３７です。

（２）筆算

9

1 0  10 
１０２

－ ６５

３７

（３）言葉による説明

（４）学び合い  
〈考え方の繰り返し ２〉  

筆算と数カードを結びつけながら，

波及的繰り下がりの原理や手順，既

習事項についてを考える。筆算形式

による処理の仕方を繰り返して確

認する。

〈考え方の繰り返し ３〉

６ 類似問題を解く。  
④（１）１０３－４７を解く。  

（筆算，説明）

・操作することはできても，説明の

仕方はここではじめて出てくるこ

ともあるので，教師が補助しなが

ら発表を進めさせる。

・子どもの説明に合わせて教師が数

カードを操作し，波及的繰り下が

りの意味や繰り下がったときの数

の変化を確認する。

・学び合いの中で発表したり，類似

問題を解いたりする中で，考え方

を繰り返させる。

◆Ａ３位数－１・２位数（一，十の

位へ波及的繰り下がりあり）の

筆算の仕方を既習事項をもとに

考え，言葉でも筋道立てて説明

できる。

◆Ｂ３位数－１・２位数（一，十の

位へ波及的繰り下がりあり）の

筆算の仕方を既習事項をもとに

考え、波及的に繰り下がること

を説明できる。

◆自力では解くことのできない子

には、数カードで一つ一つ手順を

一緒に確認しながら進めさせた

り，数カードと結びつけながら筆

算の手順を確認させたりする。  
・類似問題に取り組む中で，筆算形

式による計算の仕方の理解を深め

る。  

数カード

位取り板

紙板書
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ま
と
め
る

５
分

ふ
り
か
え
る

３
分

７ 代表の発表を聞き，筆算の仕方

をまとめる。

十のくらいからくり下げら

れないときは，百のくらいか

らじゅんにくり下げる。

８ 本時の学習を振り返る。  

９ 次時の学習内容を知る。  

・早く終わった子には，ドリルに進

ませる。

・あまり定着が図られていない場合

は，全員で数カード操作したり説

明し合ったりしながら，もう一度

確認する。

・既習事項を使うことのよさに触れ，

感想を述べながら振り返る。  

・次時は，本時学習したことを筆算

で速く正確に解くことができるよ

う計算練習をすることを知らせ

る。  


